
  適切な情報開示と建設的な対話

当社は、企業情報の適時適切な開示を「ディスクロージャーポリシー」で定
めています。開示義務のない情報であっても、株主・投資家の皆さまにとって
有用であると判断した情報は積極的に開示し、経営の透明性を確保しています。

  海外におけるリスクマネジメントの強化

リスク管理委員会内に「海外リスク分科会」を設け、リスクの分析や対策の
検討を行っています。2014年度に「海外危機管理マニュアル（本社・海外拠
点向け）」および「海外安全対策マニュアル（帯同家族を含む海外勤務者、出
張者向け）」を制定し、海外勤務者の安全確保に努めています。2021年度か
らは現地スタッフを対象としたコンプライアンス教育会を実施し、当社ガバナ
ンスの浸透に取り組んでいます。2023年度は、海外拠点の上海とタイ※の管
理職に対するコンプライアンス研修を重点的に行いました。

また、当社の監査役がグループ会社の監査役を兼務する体制となっており、
海外を含むグループマネジメント体制向上を図っています。

  情報セキュリティへの取り組み

リスク管理委員会内に「情報セキュリティリスク分科会」を設け、全社的な
情報セキュリティ対策の統制、リスク管理を行っています。サイバー攻撃に対
し情報セキュリティ対策ソフトの利用やマルウェアなど不正プログラムの侵入
を常時監視するソフトの導入により迅速な対応ができるよう対策を行っていま
す。多数の会社がかかわる施工現場のデータ保管に対するリスク対策としてク
ラウドサービスの活用を進めるとともに、全従業員、協力会社従業員へ情報セ
キュリティに関するe-ラーニングによる研修を継続的に実施しています。

  生成AIサービス活用時のリスクマネジメント

当社では、生成AIサービスの社内業務での活用を推進しています。段階的
な導入を進め、2024年度末までに全グループ従業員に展開する予定です。

生成AIサービスを使用する上で、情報漏えいや著作権侵害など、さまざま
なリスクが考えられることから使用時のリスク対策にも取り組んでいます。
2023年度には、生成AIサービス利用時の注意について情報セキュリティ対
策ガイドラインの改定を行いました。また、生成AIサービスにおける危険性
や適切な使い方を社内へ周知するため、全従業員を対象としたe-ラーニング
による研修を行い、コンプライアンス意識の醸成を図っています。

  社外からの評価

「環境サステナブル企業」に選定
当社は、環境省が主催する第5回「ESGファイナンス・アワード・ジャパン」

において、「環境サステナブル企業」に選定されました。同アワードは、「環境
関連の重要な機会とリスク」を「企業価値」向上に向け経営戦略に取り込み、
環境への正の効果を生み出している機関投資家、金融機関、企業などを表彰し、
ESG金融の普及・拡大につなげることを目的に創設されたものです。

日経「SDGs経営」調査で星3に認定
第5回日経「SDGs経営」調査において、当社は星5段階中星3に認定され

ました。この調査は、SDGs戦略・経済価値、社会価値、環境価値、ガバナン
スの4つの分野から総合的に企業のSDGsへの貢献を評価しているものです。

2023年度の主な株主・投資家との対話
業績や事業環境に関するご質問・意見のほか、以下のようなテーマで対話が行われました。
◦ 受注環境や受注物件の採算性について
◦ 2024年4月の時間外労働の上限規制適用に向けた対応や業績への影響
◦ 資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応や政策保有株式の縮減方針について

ディスクロージャーポリシー
https://www.sanki.co.jp/ir/
disclosure/

中期経営計画
“Century2025”Phase3
（2022〜2025年度）
https://www.sanki.co.jp/ir/
policy/doc/index_20220210_01.
pdf

株主・投資家との対話の実施状況
株主総会は、ライブ配信を併用して開催しているほか、Webサイトを活用

した事前質問受付や社長による事業報告動画の掲載など株主の皆さまの利便性
向上と情報開示の充実を図っています。株主・投資家の皆さまに対しては、ア
ナリストや機関投資家向け決算説明会に加え、ＩRミーティングや株主向けア
ンケートなどを通じて、2023年度は計69回の対話を実施。株主・投資家の
皆さまとの対話を通して把握したニーズ・意見は取締役会・経営会議へ定期的
にフィードバックしています。

◦対応者
- 代表取締役 社長
- 取締役 最高財務責任者
- 経営企画室長
- 広報・ＩR 部長
- ＩR 担当者

◦アナリスト・機関投資家向け 
決算説明会 2回

◦個人株主向けアンケート 1回
◦ＩＲミーティング66回

- 金融機関　　 13回  （7社）
- 運用会社　　 42回（26社）
- 証券会社他    11回  （5社）

対話の実施状況
（2023年度）

日経「SDGs経営」調査

「環境サステナブル企業」に選定

▍事業継続を阻む7大リスク

徒歩帰宅訓練（自然災害発生時）の様子

※  三机建筑工程（上海）有限公司、 
Thai Sanki Engineering & 
Construction Co.,Ltd.

◦ 海外で危機が発生した場合の本社・
海外拠点の対応ルール・手順

◦ 身体生命に関するリスク、法令違反・
マスコミ対策・訴訟関連等

 ◦  海外勤務者等のリスク回避・
緊急対応の実用的な手引

 ◦  テロや災害発生時の行動、犯罪
等の被害回避、贈収賄等の法令
遵守、現地雇用の人事労務管理、
宗教対応等

海外危機管理マニュアル

海外安全対策マニュアル

 ◦  「情報セキュリティリスク管理
規則」
 ◦「情報システム利用基準」
 ◦  「情報セキュリティリスクマネ
ジメント基準」
 ◦  「情報セキュリティリスク対策
基準」

情報セキュリティに関する規則類

株主・投資家との対話

2015年12月に制定した「三機工業コーポレートガバナンス・ガイドライン」におい
て、株主の権利・平等性の確保、適切な情報開示と透明性の確保、株主との対話等につ
いて基本的な考え方を示しています。これらの方針にのっとり、株主・投資家の皆さ
まに対する責任を遂行していきます。

基本的な
考え方

事業継続を阻むリスク

（地震・台風・噴火・津波等）

通信障害
（談合・データ改ざん等）

不祥事

テロ・紛争等

サイバー攻撃
（新型インフル・伝染病等）

感染症
（死亡事故等）
労働災害

自然災害 三機工業コーポレートガバナンス・ガイドライン
https://www.sanki.co.jp/corporate/governance/guideline.html
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